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資料１
鳥取西高等学校改築整備事業の今後の進め方について

平成２２年６月２１日
教育環境課・文化財課

鳥取西高等学校の改築について、文化財保護法に基づく文化財（史跡鳥取城跡附太閤
ヶ平）の現状変更許可申請に当たり、文化庁と調整を行ってきたところ、５月３１日文
化庁から「現行案のままの現状変更許可申請の内容では許可できない。」との見解が示され
た。

このことから８月に予定していた現状変更許可申請を見送り、今後、関係者による検
討会を設置し、整備の方向を検討していくこととしたい。

１ これまでの経緯

平成 14年 10月 県議会で現在地存置の陳情が「趣旨採択」
平成 15年 ５月 文化庁担当者との協議

・地下遺構を破壊しなければ三ノ丸跡地での存続可能
平成 20年 ６月 鳥取西高等学校改築基本設計作成
平成 20年 ９月 文化庁に「文化財現状変更許可申請」を提出
平成 20年 10月 文化庁は県に対し「文化財現状変更許可申請」を返却

・第２グラウンドの発掘調査を実施し、その結果を踏まえて１年後
の申請を目指すべき

平成 21年 ４月 第２グラウンド（史跡外）の文化財発掘調査実施
平成 21年 10月 県文化財保護審議会が教育長に「計画中止し、史跡外全面移転」の

要望書提出
平成 21年 12月 県文化財保護審議会、同史跡・埋蔵文化財部会で改築計画への理解

を求め説明
平成 22年 １月 史跡鳥取城と鳥取西高等学校のあり方を考えるタウンミーティング
平成 22年 ３月 県文化財保護審議会で、改築計画への理解を求め説明
平成 22年 ５月 文化庁記念物課長等と協議

２ 文化庁が現行案を許可できない理由

・鳥取市の「史跡保存管理計画」（昭和 60 年策定）に定める『史跡地内にある建物
等の増改築及び新築は強く制限し、城跡遺構の保存を第一とする。』との整合性が
説明できない。
・将来の移転計画が示されていない。
・発掘調査により籾蔵遺構が見つかった第２グラウンドや堀などに杭を打つのでは
文化財（遺構）の保護が完全とは言えない。

・地元関係者の理解を得られていない。

３ 今後の進め方

鳥取西高等学校整備のあり方検討会（仮称）を設置し、「文化財（遺構）の保護」、
「生徒の安全確保」、「教育環境の改善」の観点から、整備の方向を検討する。

＜想定メンバー＞
・学校関係者
・学識経験者
・経済団体
・鳥取市
・オブザーバーとして文化庁にも参画を依頼
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検 討 結 果 報 告 書 資料２

鳥取県教育委員会

教育長 横 濵 純 一 様

Ⅰ 鳥取西高等学校整備のあり方検討会設置までの経緯

鳥取西高等学校の整備については、校舎の老朽化が進んでいることから、将来的な史跡外へ

の移転を検討することを前提としながらも、当面は史跡との共存を図りながら、整備を進める

こととし、史跡指定地外の第２グラウンドに体育館を建設し、史跡指定地内の三ノ丸内の建物

を減らす現地改築計画が進められてきました。

しかしながら、平成２１年度に行った第２グラウンドの発掘調査の結果、江戸時代後期の籾

蔵跡が良好な状態で発掘されたことを契機に、鳥取西高等学校の整備のあり方について、あら

ためて検討することが必要となりました。

このようなことから、当検討会が設置され、「文化財の保存と活用」、「生徒の安全確保」、「教

育環境の改善」の観点から、鳥取西高等学校の整備の方向性を検討することを託されました。

Ⅱ 鳥取西高等学校整備のあり方検討会での検討結果

鳥取西高等学校整備のあり方検討会では、平成２２年８月２日の設置から計６回にわたって

鋭意検討し、検討に当たっては、小田原城跡、彦根城跡、及び赤穂城跡と、それぞれの史跡内

にある学校等を視察し、これらの事例も参考にしました。

整備の方向性について、生徒の安全性の確保のため耐震改修を急ぐべきとの意見が多かった

ものの、「安全確保のためにも、先ずこれまでの現地改築案で文化庁へ現状変更許可申請を提出

し、文化庁の意見を文書で明確に要求し、耐震改修はその後にすべき」との意見もあり、この

点については意見の一致が図られませんでしたが、下記のとおり検討結果を取りまとめました

ので報告します。

記

（生徒の安全確保）

１ 東日本大地震、ニュージーランド地震などにより尊い人命が失われた状況に鑑み、生徒の安

全確保を最優先し、速やかに校舎の耐震整備を図られたいこと。

（教育環境の改善）

２ 工事の実施に当たっては、緊急車両の通路の確保や校舎のバリアフリー化など生徒の安全確

保のための施設整備に取り組まれるとともに、景観との調和にも配慮しながら、教育環境の改

善に積極的に取り組まれたいこと。
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（文化財の保護）

３ 工事の実施に当たっては、文化財（遺構）の保存と活用の観点から、地下遺構に影響を及ぼ

すおそれのある工事については、文化庁、鳥取市と十分な調整を行い、慎重に取り組まれたい

こと。

（文化財と学校の共存）

４ 鳥取市が行う史跡整備と鳥取県教育委員会が行う学校整備においては双方の関係者が連携を

密にし、互いに協力するとともに、文化財を活かしたまちづくりによる中心市街地の活性化に

資するよう努めること。

さらに、学校運営に支障がない範囲で、学校敷地内の史跡の顕在化を図るとともに、県民が

史跡に親しむ機会を提供できるよう、史跡の公開に協力されたいこと。

（史跡外への移転）

５ 文化庁の「移転が大前提であるが、移転地の問題や生徒の安全対策は緊急の課題であること

から選択肢として耐震改修もあり得る。」との意見を踏まえて検討した結果、移転について異な

る二つの意見があったことから、今後、文化庁との協議に当たってはこれらの意見を参考にさ

れたいこと。

＜意見＞

ア 本来早急に史跡外へ移転すべきだが、現在、移転先がない状況では、現校舎の耐震化

は必要である。しかし、鳥取県教育委員会の責任で、移転先確保の検討など移転に向

けた具体的な取り組みを進めるべきである。

イ 現校舎を耐震化すれば、次期校舎整備は耐用年数が経過した後となることから、具体

的な移転については将来の検討に委ねるべきである。

平成２３年８月９日

鳥取西高等学校整備のあり方検討会

座 長 道 上 正 矢見
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（参 考）

委員名簿

▼学識経験者

池本 百代【鳥取女性中央会幹事、まちづくりレディース鳥取会長】
いけもと ももよ

岡田 昭明【鳥取大学名誉教授、県文化財保護審議会会長】
おかだ しようめい

坂出 徹【鳥取商工会議所専務理事】
さ か で と お る

東樋口 護【鳥取環境大学副学長】
とうひぐち まもる

錦織 勤【鳥取大学教授、県文化保護審議会部会長】
にしこおり つとむ

濱田由紀子【鳥取県弁護士会副会長】
は ま だ ゆ き こ

道上 正矢見【（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長】（座長）
みちうえ まさのり

▼学校関係者

青木 節也【鳥取西高等学校校長】
あ お き せ つ や

池内 勝彦【鳥取西高等学校ＰＴＡ会長、同窓会副会長】
いけうち かつひこ

松下栄一郎【鳥取西高等学校同窓会副会長】
まつした えいいちろう

▼鳥取市

楮原 伸一【鳥取市教育委員会事務局次長】（平成23年３月31日まで）
かごはら しんいち

江本 克也【鳥取市教育委員会事務局次長】（平成23年４月１日から）
えもと か つ や

開催状況

区 分 日 程 議 題 （ 検 討 内 容 ）

・鳥取西高等学校整備のあり方検討会の設置について

第１回 平成22年８月２日（月） ・鳥取西高等学校の現状

・これまで進めようとしていた改築計画の概要

・文化庁との協議の経緯などについて

第２回 平成22年９月９日（木） ・鳥取市史跡整備計画の概要について

・今後の方向性について

第３回 平成22年11月９日（火）
・過去の移転の検討状況等について

・今後の方向性について

・学校法人新名学園旭丘高等学校

平成23年１月14日（金） ・神奈川県立小田原高等学校

・国史跡小田原城跡

県外視察 ・滋賀県立彦根東高等学校

平成23年１月20日（木） ・国特別史跡彦根城跡

～21日（金） ・兵庫県立赤穂高等学校

・国史跡赤穂城跡

第４回 平成23年４月25日（月）
・県外視察結果の概要等について

・今後の方向性について

第５回 平成23年５月23日（月） ・整備の方向性について

第６回 平成23年７月25日（月） ・検討結果報告書（案）について
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史跡鳥取城跡保存整備実施計画平面図




